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脱炭素社会における需給調整とGX戦略：
実証事例から学ぶ持続可能なエネルギー供給

OKIクロステック株式会社

SI事業本部 ソリューション事業部 GXソリューション部

担当課長

鈴木 康之
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OKIクロステックのご紹介

OKIグループフェア in KANSAI 2023
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会社概要
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商 号 OKIクロステック株式会社

所在地 東京都中央区晴海1丁目8番11号晴海トリトンスクエア Y棟26階

事業内容

◼ ICTインフラの設計構築、設置工事、運用保守サービス、ならびに

トータルサービス

◼電気設備、消防施設、電気通信設備の設計・施工・管理・保守

◼ ハードウェア、ソフトウェア、サービスなどの販売

代表番号 03-6381-2400

資本金 20億円

従業員数 3,017名（2023年4月現在）

関係会社
OKIアレステック株式会社

株式会社OKIアドテックサポート
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沿革
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1960年 5月 沖電気工業株式会社より分離し、沖電気工事株式会社を設立

1992年 8月 沖電気工業株式会社より分離し、株式会社沖電気カスタマアドテックを設立

1999年 3月 株式会社沖電気カスタマアドテック、カスタマーサポートセンター設立

2000年 8月 沖電気工事株式会社、テクノセンター（現、カスタマーサポートセンター）設立

2002年 2月 沖電気工事株式会社、商号を沖ウィンテック株式会社に変更

2009年 9月 株式会社沖電気カスタマアドテック、医療機器修理業・製造業許可取得

2017年 9月 株式会社沖電気カスタマアドテック、北関東研修センター設立

2019年 4月 沖ウィンテック株式会社と株式会社沖電気カスタマアドテックを統合し、OKIクロステック株式会社を設立

2019年 7月 本社を晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタワーY棟26階（東京都中央区）に移転

2019年 8月 カスタマーサポートセンターを本社東陽町別館（東京都江東区）に移転し、テクノセンターと統合

2020年 5月 会社創立60周年

2021年 4月 関係会社ジェイ・エヌ・オー株式会社を統合
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事業内容
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企画・

コンサル
設計・プランニング 設置・施工

システム

運用

予兆保守・

遠隔監視

オンサイト

保守

構築力 機動力 技術力
SE／施工部門による工程管理を

行い、お客様のシステムを安全かつ

迅速に構築

全国約180拠点に約3,200名のス

タッフを配置し、24時間365日機

動力あるサービスを提供

延べ20,000名以上の各種資格所

有者、年間1,000コース以上の技

術研修を実施

先進のICTインフラ
業務アプリケーション・基幹システム

リアルタイム連携
システムインテグレーション サポートサービス

OKIクロステックのワンストップソリューション＆サービス

つくる・みまもる・かけつける

私たちは先進のデジタル技術を活用しお客様のさまざまな課題を解決します
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充実のサポート体制
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全国180拠点のサービスネットワークと

それを支えるバックヤード全国規模で

お客様のニーズにお応えします

北海道支社

関西支社

中国支社

九州支社

東北支社

第二支社

本社

第一支社

中部支社四国支社

サービス拠点（全国200拠点）

カスタマーサポートセンター（3拠点）

リペアセンター（2拠点）

電気工事業者登録拠点
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脱炭素に向けた取り組み課題やリスク

OKIグループフェア in KANSAI 2023
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脱炭素に向けた取り組み課題
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Scope3：間接的な燃料・電力

気候関連財務情報の

開示が標準化

サプライチェーン

排出量の目標設定

（Scope１,2,3）

環境配慮経営の具体化

温室効果ガス削減の実行

自らのエネルギー使用に伴う

温室効果ガス排出量の削減

顧客企業への

気候変動対策における支援

他社から購入した製品製造時、

消費者が製品使用時に排出される

温室効果ガスの排出量の削減

気候変動対策における各企業さまの温室効果ガス削減に向けた課題

政府カーボンニュートラル宣言

「2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、

すなわち2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」

Scope1：自ら使用する燃料

Scope2：自ら使用する電力

使用燃料や電力量の削減
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電気代の高騰化のリスク
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電気料金の高騰化

「化石燃料の価格」は今後益々高騰していきます。

「再生可能エネルギー発電促進賦課金」の負担額も不透明です。

電気料金

基本料金

電力量料金

燃料費調整額
再生可能エネルギー

発電促進賦課金
＋＋
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電気代の高騰化のリスク
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出所：各電力会社のHPに掲載されているデータをもとに作成

(年度)

(円/kWh)

燃料費調整額

新型コロナウイルスからの世界経済の回復やウクライナ情勢の緊迫化で

世界的に石炭や石油などの資源価格が高騰した影響を受けています。
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電気代の高騰化のリスク
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出所：資源エネルギー庁資料より作成

再生可能エネルギー発電促進賦課金

再エネ賦課金は電気を利用する全ての企業・個人が負担し、最終的には

再生可能エネルギーで発電している方へ届きます。

(円/kWh)
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発電

売電 電力会社
自家消費

(年度)

(円/kWh)

FIT制度

不足する電力のみ購入

出所：資源エネルギー庁資料より作成

太陽光発電の傾向
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自家消費型太陽光発電への切り替え

再エネ由来の電力の固定価格買取制度（FIT）の売電単価は、

下落し続けており、電力会社からの購入単価を下回った状態が続いています。

再エネ由来の電力を自家消費に充てることで電気料金の削減につながります。
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OKIクロステックが提供するソリューション／サービス

OKIグループフェア in KANSAI 2023
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OKIクロステックが提供するソリューション／サービス
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他社サービス アグリゲーションシステム

空調設備

入退室設備
自火報設備

電気設備

BAS* EMS**電気設備工事

空調最適制御等

システム連携

太陽光発電

蓄電池

EV充電インフラ

AI

受変電設備

需給調整市場

EVシフト支援

太陽光発電システム

VPP(仮想発電所)実証への参画

電力需要調整(DR)等

運用・保守サービス

共創によるサービスの高度化

GXソリューション

ネットワーク構築

中央監視システム

創・蓄連携システム

電力会社

*BAS：ビル管理システム

**EMS：エネルギーマネジメントシステム

ﾋｭｰﾏﾝﾌｧｸﾀ

ヘルプデスク／

監視サービス

オンサイト保守／

一時駆け付け
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OKIクロステックが提供するGXソリューション
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電力の

見える化
省エネ 創エネ 蓄エネ

知る

エネルギーマネジメント

システム（EMS）

電力使用量の把握

CO2排出量確認

省く

LED照明

照明・空調制御

EMSを用いた

照明・空調制御

創る

太陽光パネル（PV）

再エネ活用

CO2排出量の削減

蓄える

蓄電池

EV充電器/充放電器

PV余剰発電の貯蓄

動く蓄電池の活用

デマンドデータ分析

EMS

電気設備高効率化

空調/照明最適制御

定置型蓄電池太陽光発電

OKIクロステックは、見える化・省エネ・創エネ・蓄エネの幅広い商品を

構築から運用サポートを含めたサービスと共にご提供します
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展示ブースのご紹介
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OKIグループフェア in KANSAI 2023

A-1 お客さまの 『省エネ・節電／CO2削減』 を実現 GXソリューション

© Copyright 2023 OKI Crosstech Co., Ltd. 
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VPP実証のご紹介

OKIグループフェア in KANSAI 2023
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VPP(仮想発電所)実証への参画
VPP実証事業令和4年度：分散型エネルギーリソース(DER)の更なる活用に向けた実証事業（SII：環境共創イニシアチブ）

へ東京電力コンソーシアムのメンバーとして参画し、蓄電池を活用した実証を進めています

分散エネルギーリソース（需要家）

リソースアグリゲータ－

アグリゲーションコーディネーター

リソースアグリゲータ－

需給調整市場卸電力市場 容量市場

VPP：Virtual Power Plant

仮想発電所

クラウド環境

アグリゲーションコーディネータ
(東京電力ホールディングス)

鴻巣リペアセンター（OKIクロステック）

リソースアグリゲーションシステム

EMS

Internet

Internet

指令値に応じて
「使用電力量」、「使用電力値」
を調整

受変電設備

OKIクロステック
実証環境 調整力実証

供給力実証
（市場価格連動）指令値

エネルギーマネジメントシステム

蓄電池
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アグリゲーターとは、「集める」といった意味をもつ

「aggregate」から生まれた造語（役割）

電力需要家の需要バランスをとりまとめ、効果的かつ安定的に電力エネルギーを提供する事業者

を指します。「電気の需給バランスを束ねる中間事業者」です。
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アグリゲーションビジネスとは？
（ERAB：エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス）
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アグリゲーションビジネスとは？
（ERAB：エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス）
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※DR（デマンドレスポンス）

需要家側のエネルギーリソースの保有者、もしくは第三者がエネルギーリソースを制御して電力需要パターンを変化させること。

電力の需要と供給バランスを束ねるアグリゲーターの主な取り組みの総称

アグリゲーションビジネスは

VPPやDRを用いて、調整力、供給力、インバランス回避、電力料金削減、

出力制御回避等の各種サービスを取引先へ提供する事業です。

電力会社アグリゲーター需要家

OKIグループフェア in KANSAI 2023

節電指令

節電 レポート

節電指令

報酬報酬

© Copyright 2023 OKI Crosstech Co., Ltd. 
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創蓄連携システムの運用イメージ
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VPP実証で培ったEMSからの蓄電池制御技術を活用

PV（Photovoltaic）:太陽光発電システムの略

：PV余剰発電

：施設負荷

：PV発電量

：PV余剰発電
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導入事例のご紹介

OKIグループフェア in KANSAI 2023
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OKI本庄工場のカーボンニュートラルに向けた取り組み

25

OKIグループフェア in KANSAI 2023

①太陽光発電システム

②特別高圧変電所

⑤ネットワーク構築

③LED照明

④音声ネットワーク

OKIクロステック導入設備

OKIクロステックは、太陽パネルや特別高圧監視装置、LED導入など様々な電気設備の導入に貢献しています

© Copyright 2023 OKI Crosstech Co., Ltd. 
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OKI本庄工場のPV導入STEP
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OKIグループフェア in KANSAI 2023

PV（Photovoltaic）:太陽光発電システムの略

STEP2
2023年4月
運用開始

H1棟 OXT-PPAモデルでPV発電追加

・オンサイトPPAモデルによる再生可能エネルギーのご提供
・グリーン電力採用よる生産設備用電力の再エネ化

STEP1
2022年4月
竣工

H1棟 OKI自社購入によるPV導入

・環境配慮技術による省エネと太陽光設備による創エネ
大成建設様＋OXT（構築＆保守）

STEP3
以降（将来）

OKI-Gにおける環境リーダーとしての創エネ提案継続

・他スペースへのOXT-PPAモデル導入検討
・蓄電池の有効活用検討（再エネ自給率の向上等）
・OKI-G他拠点への横展開（自己託送等）

OKIクロステック（＝以下OXT）は、これまでのPV施工実績を活かし、OKI本庄工場へのPV構築&保守を提供

STEP3以降でOKIグループ内で効率的に再エネを融通し合う仕組みなどを検証し、お客様への事業展開を予定

OKI本庄工場H1棟（STEP1）

OKI本庄工場H1棟（STEP2）
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ご清聴ありがとうございました

OKIグループフェア in KANSAI 2023

社会の大丈夫をつくっていく。

OKIと共に持続可能な未来へ


